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⃝
�

全
国
各
地
で
地
域
経
済

の
再
建
、
事
業
者
の
事

業
再
生
の
成
果
を
あ
げ

て
い
る
地
域
経
済
活
性

化
支
援
機
構
（
レ
ビ
ッ

ク
）、
金
融
機
関
等
と

連
携
協
定
を
締
結
し
、

強
固
な
推
進
体
制
を
築

い
て
の
経
営
改
革
で
あ

り
、
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス

を
逃
し
て
は
い
け
な

い
。

　

�

そ
の
専
門
的
な
視
点

で
、
経
営
改
革
を
成
功

さ
せ
る
た
め
の
調
査
指

導
に
よ
る
商
社
と
公
社

の
二
分
、
そ
の
た
め
の

指
定
管
理
で
あ
る
。

⃝
�

公
社
は
市
内
の
物
産
、

観
光
振
興
を
け
ん
引
す

る
事
業
者
の
一
つ
と
し

て
、
市
内
１
５
０
も
の

農
業
者
、
事
業
者
と
取

引
し
て
お
り
、
単
年
度

６
億
円
前
後
の
市
内
市

場
を
け
ん
引
す
る
な

ど
、
地
域
商
社
と
し
て

の
役
割
は
非
常
に
大
き

い
。

　

�

遠
野
風
の
丘
の
魅
力
ア

ッ
プ
と
い
う
ハ
ー
ド
事

業
と
経
営
改
革
、
そ
し

て
観
光
振
興
も
確
実
に

進
め
、
地
方
創
生
の
追

い
風
を
最
大
限
に
生
か

す
こ
と
が
、
人
口
減
少

社
会
に
お
け
る
遠
野
市

の
生
き
残
り
に
つ
な
が

る
。

⃝
�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
立
ち
向
か

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
今
だ
か
ら
こ

そ
、
未
来
志
向
で
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。

　

�

法
人
設
立
に
つ
い
て
は

軽
率
な
手
続
き
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
金
融
機
関
等
を
巻

き
込
み
デ
リ
ケ
ー
ト
な

交
渉
を
行
う
中
で
、
今

定
例
会
に
提
案
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

�

市
の
商
社
へ
の
出
資
割

合
は
将
来
的
に
変
え
て

い
く
、
経
営
に
過
剰
な

口
出
し
を
し
な
い
、
公

社
に
残
る
２
施
設
を
見

捨
て
ず
一
体
に
改
革
す

る
と
い
う
、
懸
念
を
払

し
ょ
く
す
る
答
弁
が
あ

っ
た
。
市
の
責
任
は
相

当
重
い
。
議
会
も
監
視

機
能
を
働
か
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
査
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。）

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
考
慮
し

て
、
風
の
丘
の
設
計
や
改
修
計
画
を
見
直
す
必
要

は
。

答　
現
時
点
で
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。
感
染
症

対
策
は
運
用
面
で
対
応
し
た
い
。

問　
商
社
と
公
社
へ
組
織
を
二
つ
に
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

答　
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
レ
ビ
ッ
ク
）、

連
携
協
定
し
て
い
る
金
融
機
関
等
と
協
議
し
、
こ

の
方
針
に
至
っ
た
。
公
社
に
残
る
２
施
設
に
つ
い

て
は
、
単
年
度
の
黒
字
化
が
難
し
い
。
ま
ず
商
社

が
地
域
商
社
機
能
に
特
化
し
た
経
営
改
革
を
先
行

し
て
進
め
な
が
ら
、
観
光
振
興
も
推
進
し
経
営
改

善
を
図
り
、
３
年
後
に
商
社
に
事
業
継
承
す
る
狙

い
で
あ
る
。

問　
新
法
人
へ
の
市
の
出
資
比
率
が
高
い
の
で
は
。

答　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
新
た
な
発
想
で
利
益
を

追
求
す
る
経
営
体
を
目
指
す
改
革
で
あ
り
、
出
資

額
に
関
わ
ら
ず
過
度
な
干
渉
は
し
な
い
。

問　
新
法
人
設
立
や
指
定
管
理
の
手
続
き
は
適
切

か
。

答　
手
続
き
上
の
問
題
は
な
い
が
議
会
へ
の
情
報

提
供
が
不
足
し
て
い
た
。
謝
罪
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
情
報
共
有
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
小
松　
正
真

　
佐
々
木　
恵
美
子

　
荒
川　
栄
悦

⃝
�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後

は
、
観
光
客
を
含
め
た

利
用
者
の
形
態
や
社
会

環
境
は
大
き
く
変
化
す

る
。
こ
の
先
10
年
を
予

測
し
、
計
画
を
見
直
し

た
う
え
で
、
風
の
丘
の

改
修
を
実
行
す
べ
き
で

あ
る
。

⃝
�

公
社
は
、
数
年
前
か
ら

赤
字
経
営
を
脱
却
で
き

ず
に
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
令
和
元
年
度
末

に
は
、
累
積
赤
字
は
約

７
千
万
に
至
り
資
金
は

ほ
ぼ
枯
渇
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
営
責
任

が
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
状
況
は
看
過
で
き

ず
、
市
民
の
財
産
管
理

を
託
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

�

商
社
に
つ
い
て
も
、
具

体
的
な
事
業
計
画
が
示

さ
れ
な
か
っ
た
。
未
完

な
組
織
に
市
民
の
財
産

を
託
し
て
良
い
と
は
思

え
な
い
。

　

�

ま
た
法
人
設
立
や
指
定

管
理
の
手
続
き
に
、
重

大
な
不
備
が
あ
る
と
考

え
る
。
商
社
を
追
認
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

た
め
、
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
反
対
す

る
。

⃝
�

遠
野
市
の
経
済
を
支
え

る
の
は
、
公
社
だ
け
で

は
な
い
。
市
内
の
民
間

企
業
等
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
の
支
援

策
を
講
じ
る
べ
き
時

に
、
公
社
へ
の
資
金
投

入
の
比
率
が
高
す
ぎ

る
。
市
独
自
の
民
間
企

業
等
の
支
援
策
を
も
っ

と
打
ち
出
す
べ
き
で
あ

る
。

　

�

ま
た
市
内
に
は
、
産
直

経
営
な
ど
独
自
で
運
営

し
て
い
る
方
々
も
い

る
。公
平
性
は
ど
う
か
。

市
民
の
理
解
、
納
得
、

共
感
を
得
ら
れ
な
い
。

　

�

公
社
の
経
営
責
任
を
明

確
に
し
な
い
ま
ま
、
出

資
融
資
を
続
け
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

�

公
社
と
商
社
が
一
本
化

し
た
形
で
経
営
改
革
を

進
め
る
べ
き
で
あ
り
、

一
歩
立
ち
止
ま
り
、
考

え
る
時
間
が
必
要
で
あ

る
。

議
案
第
47
号・50
号・51
号・53
号

遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
に
係
る

　
　

４
議
案
を
審
議
・
原
案
可
決

提
案
理
由

　

一
般
社
団
法
人
遠
野
ふ

る
さ
と
公
社
に
対
す
る
貸

付
金
２
千
万
円
と
株
式
会

社
遠
野
ふ
る
さ
と
商
社
に

対
す
る
出
資
金
３
千
万
円

が
必
要
と
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
計
５
千
万
円
の
予

算
を
減
額
し
た
修
正
案
を

提
出
す
る
も
の
。

〈
発
議
者
〉
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発
議
者
に
対
す
る
質
疑

問　
公
社
へ
の
貸
付
が
認

め
ら
れ
な
い
理
由
は
。

発
議
者　
今
ま
で
も
改
革

は
行
わ
れ
て
き
た
。
赤
字

補
填
と
捉
え
て
い
る
。

問　
商
社
へ
の
出
資
が
認

め
ら
れ
な
い
理
由
は
。

発
議
者　
商
社
と
公
社
を

２
分
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
。

問　
ど
の
よ
う
に
経
営
改

革
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

発
議
者　
現
場
の
職
員
と

話
し
合
い
、
一
つ
の
法
人

で
経
営
改
革
を
行
っ
た
方

が
良
い
結
果
が
う
ま
れ
る

と
考
え
る
。
痛
み
や
リ
ス

ク
を
伴
い
な
が
ら
も
取
り

組
む
べ
き
。

問　
出
資
・
貸
付
さ
れ
な

い
場
合
、
遠
野
の
物
産
振

興
、
経
済
振
興
へ
の
影
響

を
ど
う
捉
え
る
か
。

発
議
者　
そ
も
そ
も
遠
野

市
の
物
産
振
興
へ
寄
与
し

て
い
る
の
は
、
公
社
だ
け

で
は
な
い
。
市
内
に
流
れ

る
お
金
を
増
や
せ
る
よ
う

に
、
一
度
立
ち
止
ま
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
経
営
改

革
を
す
べ
き
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
関
連
予
算
を

削
除
す
る
修
正
動
議
・
否
決

　

な
お
、
最
終
日
の
本

会
議
で
は
、
反
対
、
賛

成
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
討
論
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
）

議
案
第
53
号

反
対 

討
論

賛
成 

討
論

第53号  補正予算

一般社団法人

遠野ふるさと公社

ふるさと村 たかむろ
水光園

第51号
公の施設の指定管理の指定

株式会社
遠野ふるさと商社

（レビック参画）

伝承園
情報交流
センター
（風の丘）

第50号
公の施設の指定管理の指定
新法人

一般社団法人 遠野ふるさと公社

伝承園
情報交流
センター
（風の丘）

ふるさと村 たかむろ
水光園

二分社化

第47号 請負契約の締結

情報交流センター
（風の丘）改修工事

一般社団法人
遠野ふるさと公社へ

貸付金
2,000万円
（一般財源）

株式会社
遠野ふるさと商社へ

出資金
3,000万円
（過疎債）

公社改革について活発な議論が交わされた

伝承園 風の丘

ふるさと村 水光園


